
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

秋秋年年末末闘闘争争のの具具体体的的たたたたかかいい方方をを決決定定
職職場場かからら声声ををああげげ、、要要求求実実現現にに向向けけ奮奮闘闘ししよようう！！

〔
冬
季
一
時
金
闘
争
〕

例
年
通
り
、
要
求
額
は
昨
年
同

季
の
率
・
額
以
上
を
地
方
ご
と
に

決
定
す
る
こ
と
、
要
求
提
出
は
十

一
月
上
旬
と
し
、
地
方
ご
と
に
お

こ
な
う
こ
と
、
解
決
目
標
は
十
一

月
下
旬
と
す
る
こ
と
、
各
地
方
は

中
央
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
ス

ト
ラ
イ
キ
を
含
む
有
効
な
戦
術
を

行
使
し
て
た
た
か
う
。

〔
労
働
条
件
の
引
き
上
げ
等
〕

労
働
時
間
短
縮
、
定
年
延
長
六

五
歳
、
退
職
者
の
補
充
、
退
職
金

引
き
上
げ
、
労
災
企
業
補
償
の
引

き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
到
達
闘
争

と
し
て
地
方
ご
と
に
要
求
し
て
た

た
か
う
こ
と
。
特
に
、
定
年
延
長

六
五
歳
を
協
定
し
て
い
な
い
地
方

・
支
部
は
最
優
先
課
題
と
し
て
、

交
渉
を
す
す
め
る
こ
と
。
ま
た
、

す
で
に
協
定
し
て
い
る
継
続
雇
用

制
度
に
つ
い
て
は
、
退
職
時
八
〇

％
以
上
の
賃
金
と
す
る
改
定
を
求

め
る
。

〔
闘
争
体
制
の
確
立
〕

各
地
方
・
支
部
は
秋
年
末
闘
争

の
ス
ト
権
投
票
を
十
一
月
六
日
ま

で
に
実
施
し
、
ス
ト
権
確
立
の
再

確
認
を
す
る
こ
と
。
十
一
月
二
十

一
日
、
二
十
二
日
の
全
国
港
湾
中

央
行
動
を
は
じ
め
と
し
た
秋
年
末

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
全
国
港

湾
の
指
示
に
も
と
づ
き
取
り
組

む
。

〔
一
九
年
春
闘
に
向
け
て
の
流

れ
〕中

央
執
行
委
員
会
を
十
二
月
十

日
、
十
一
日
に
開
催
し
、
春
闘
方

針
案
に
つ
い
て
討
議
・
決
定
。
港

湾
労
働
春
闘
方
針
特
集
号
と
第
四

〇
回
中
央
委
員
会
議
案
書
に
つ
い

て
は
、
十
二
月
下
旬
に
各
地
方
に

発
送
で
き
る
よ
う
努
力
。
各
地
方

は
一
月
上
旬
か
ら
二
十
一
日
の
期

間
で
、
春
闘
要
求
の
機
関
討
議
を

す
す
め
る
。
第
四
〇
回
中
央
委
員

会
は
一
月
三
十
一
日
、
二
月
一
日

に
開
催
。
全
国
港
湾
は
二
月
六

日
、
七
日
の
第
一
一
回
中
央
委
員

会
で
春
闘
方
針
を
決
定
す
る
予
定

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
以
上
。

（
片
柳
悦
正
）

十
月
十
二
日
、
第
二
回
中
央
執
行
委
員
会
を
蒲
田
で
開
催
し
た
。
執
行
委
員
会
で
は
先
に
開
催
し
た
全
国
大
会
に
お
け
る
代
議
員
か

ら
の
意
見
に
対
す
る
今
後
の
対
応
、
秋
年
末
闘
争
の
具
体
的
た
た
か
い
方
、
一
九
春
闘
準
備
に
つ
い
て
等
々
を
検
討
し
た
。
一
八
秋
年

末
闘
争
は
、
秋
田
港
・
坂
出
港
に
お
け
る
雇
用
・
職
域
問
題
、
自
動
化
（
労
働
者
の
合
理
化
）
問
題
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
再
編
問
題
等
々

重
要
課
題
が
山
積
の
中
で
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
地
域
の
職
場
か
ら
大
衆
運
動
と
し
て
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
全
港
湾
の
闘
争
の

基
本
型
で
あ
る
。
職
場
の
声
を
、
一
つ
で
も
二
つ
で
も
実
現
さ
せ
、
労
働
条
件
を
改
善
し
、
要
求
実
現
し
て
い
こ
う
。
秋
年
末
闘
争
の

具
体
的
た
た
か
い
方
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

十
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、

労
供
労
組
協
（
労
働
者
供
給
事
業

関
連
労
働
組
合
協
議
会
）
の
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
秋
の
学
習
会
が
神

奈
川
県
三
浦
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
港
湾
か
ら
は
労
供
労
組
協

四
役
の
真
島
議
長
、
諸
見
事
務
局

次
長
と
大
阪
支
部
一
名
、
日
本
海

地
本
二
名
、
名
古
屋
支
部
一
名
、

本
部
労
供
対
策
担
当
片
柳
書
記
で

全
体
で
一
七
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
各
単
組
よ
り
労
供
事
業
の

現
況
の
意
見
交
換
を
行
い
、
提
起

と
し
て
「
労
供
事
業
業
務
取
扱
要

領
の
変
更
」
と
「
名
ば
か
り
労
働

組
合
の
許
可
要
件
等
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
強
化
」
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
一
月
施
行
の
職
業

安
定
法
で
は
労
働
組
合
に
よ
る
労

供
事
業
の
責
務
が
規
定
さ
れ
、
労

供
事
業
を
行
う
労
働
組
合
が
健
全

な
運
営
を
厳
正
に
行
っ
て
い
る
か

な
ど
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
チ

ェ
ッ
ク
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
労
供
労
組
協
で

は
年
内
を
目
途
に
東
京
・
大
阪
の

両
労
働
局
に
対
し
て
、
各
労
働
組

合
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
日
雇
雇
用
保
険

に
係
る
一
般
雇
用
保
険
へ
の
切
り

替
え
に
際
す
る
疑
義
な
ど
に
つ
い

て
も
厚
生
労
働
省
に
幾
つ
か
の
疑

問
点
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
す

る
よ
う
要
請
し
て
い
く
こ
と
も
確

認
し
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
は
龍
谷
大
学
の

萬
井
隆
令
（
よ
ろ
い
た
か
よ
し
）

名
誉
教
授
を
お
招
き
し
、「
間
接

雇
用
に
関
わ
る
概
念
と
労
働
者
供

給
事
業
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

を
受
け
ま
し
た
。
職
安
法
四
四
条

と
直
接
雇
用
の
原
則
や
昨
今
の
偽

装
請
負
の
蔓
延
、
労
働
者
供
給
事

業
の
概
念
が
労
働
者
派
遣
法
制
定

に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
な
ど
今
日
に
至
る
様
々

な
変
遷
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
な
ぜ
労
働
組
合
に
の

み
労
供
事
業
が
許
さ
れ
て
い
る
の

か
、
そ
の
よ
う
な
労
働
組
合
に
だ

け
唯
一
許
可
さ
れ
る
事
業
（
法
）

は
他
に
無
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

労
供
で
は
①
組
合
員
で
あ
る
こ

と
、
②
利
潤
を
追
求
し
な
い
こ

と
、
③
そ
の
組
合
員
の
不
利
に
な

ら
な
い
労
働
条
件
を
確
保
す
る
こ

と
、
労
働
組
合
活
動
の
当
た
り
前

の
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
せ
ら
れ

る
と
共
に
労
供
事
業
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
学
習
会
で
し
た
。

全
港
湾
は
、
労
供
事
業
を
選
択

す
る
労
働
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
労
働
組
合
と
し
て
、
労
働
環

境
整
備
を
図
り
、
共
に
共
有
す
る

場
と
し
て
、
全
国
へ
発
信
す
る
労

供
労
組
協
の
運
動
を
今
後
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
真
島
勝
重
）

労労
供供
労労
組組
協協
二二
〇〇
一一
八八
秋秋
のの
学学
習習
会会
開開
催催

萬井名誉教授（左）と真島議長（右）

交
運
労
協
は
、
十
月
四
日
、
全

日
通
会
館
内
に
お
い
て
第
三
四
回

定
期
総
会
を
開
催
、
七
六
名
が
参

加
し
た
。
交
運
労
協
住
野
議
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、
連

合
の
逢
見
会
長
代
行
、
立
憲
民
主

党
の
福
山
幹
事
長
、
国
民
民
主
党

の
桜
井
企
業
団
体
委
員
長
、
社
民

党
の
吉
川
幹
事
長
、
交
運
労
協
政

策
推
進
議
員
懇
談
会
の
赤
松
議

員
、
厚
労
省
、
国
交
省
よ
り
来
賓

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

そ
の
中
で
、
住
野
議
長
は
「
今

年
は
自
然
災
害
が
相
継
ぎ
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
交
通
産
業
の

復
旧
に
努
め
て
き
た
。
労
働
面
で

は
働
き
方
改
革
関
連
法
が
成
立
し

た
が
、
交
通
運
輸
産
業
で
は
長
時

間
労
働
問
題
が
深
刻
で
あ
り
改
善

基
準
告
示
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
附
帯
決
議
を

活
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

等
々
と
呼
び
か
け
、
交
運
労
協
政

策
推
進
議
員
懇
談
会
の
赤
松
議
員

が
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
最
賃

が
一
八
〇
〇
円
（
正
確
に
は
時
給

一
八
・
九
三
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド

ル
で
日
本
円
換
算
は
日
々
変
動
す

る
）
で
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
働
い
て

も
時
給
一
八
〇
〇
円
以
上
も
ら
え

る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
で
き
て

い
る
こ
と
が
何
故
日
本
で
で
き
な

い
の
か
」
と
問
題
提
起
し
た
。

そ
の
後
、
討
議
の
後
、
活
動
報

告
案
・
活
動
方
針
案
・
決
算
案
・

予
算
案
と
全
て
の
議
案
を
可
決
、

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
連
携
・
協
働

・
前
進
、
交
運
労
協
の
総
力
を
結

集
し
、
希
望
の
持
て
る
産
業
と
魅

力
あ
る
働
き
方
を
確
立
し
よ

う
！
」
を
確
認
、
総
会
宣
言
を
採

択
し
総
会
を
終
え
た
。

役
員
改
選
で
は
、
住
野
議
長

（
私
鉄
総
連
）
が
再
任
さ
れ
、
全

港
湾
選
出
の
真
島
幹
事
、
松
谷
事

務
局
次
長
も
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ

た
。
ま
た
、
副
議
長
ポ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
松
本
委
員
長
の
退
任
に

伴
い
全
日
建
連
帯
の
長
谷
川
会
長

が
引
き
継
い
で
就
任
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

（
片
柳
悦
正
）

連
携
・
協
働
・
前
進

交
運
労
協
第
三
四
回
定
期
総
会

東京都大田区蒲田
5の10の2

全日本港湾労
働組合機関紙
（毎月1日発行）

一部20円（組合員の購読料は
組合費の中に含む）
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九
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日

の
二
日
間
、
福
島
県
い
わ
き
市

（
小
名
浜
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
テ
ル
）

で
全
国
よ
り
一
八
一
名
の
参
加
を

い
た
だ
い
て
第
三
九
回
全
国
地
区

労
交
流
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
全
国
地
区
労
交
流
会

の
取
り
組
み
は
平
和
運
動
を
中
心

に
、
脱
原
発
、
憲
法
を
改
悪
さ
せ

な
い
、
辺
野
古
新
基
地
作
ら
せ
な

い
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
運
動
を
基

本
に
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

一
日
目
は
各
地
区
の
取
り
組
み

報
告
で
す
。
沖
縄
県
の
現
状
、
新

潟
県
の
報
告
、
福
島
県
の
取
り
組

み
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄
の

報
告
で
は
、
沖
縄
県
知
事
選
の
最

新
情
報
を
発
言
さ
れ
、
玉
城
デ
ニ

ー
候
補
が
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

は
絶
対
に
阻
止
す
る
と
訴
え
、
支

持
を
広
げ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
で
は
、
今
の
政
治
の

中
で
社
会
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

安
倍
内
閣
に
な
っ
た
二
〇
〇
六

年
、
教
育
基
本
法
が
改
悪
さ
れ
教

育
行
政
が
骨
抜
き
に
な
り
ま
し

た
。
二
〇
一
三
年
に
特
定
秘
密
保

護
法
が
成
立
。
二
〇
一
四
年
消
費

税
が
八
％
に
な
り
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
二
〇
一
六
年
安
保
法
制
関
連

法
案
（
い
わ
ゆ
る
戦
争
法
）
が
成

立
。
二
〇
一
七
年
テ
ロ
等
組
織
犯

罪
準
備
罪
（
い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
）

が
成
立
。
そ
し
て
二
〇
一
八
年

「
働
き
方
改
革
」
と
称
し
て
労
働

基
本
法
が
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
す
べ
て
は
強
行
採
決
で
成
立

さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

安
倍
総
理
は
三
期
目
の
抱
負

を
、
憲
法
を
変
え
る
こ
と
を
国
民

が
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
る
と
答

え
ま
し
た
（
自
民
党
総
裁
選
挙
の

中
の
話
）。
野
党
共
闘
の
さ
ら
な

る
強
化
を
願
う
私
は
こ
の
局
面
に

お
け
る
労
働
組
合
の
担
う
役
割
の

重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。
か
つ

て
中
曽
根
内
閣
時
代
に
闘
う
労
働

組
合
が
分
断
さ
れ
、
今
、
安
倍
内

閣
で
は
労
働
組
合
の
活
動
の
場
さ

え
も
無
く
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
労
働
組
合
そ
れ
自
体
を
骨
抜

き
に
す
る
た
め
の
政
策
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
「
新

自
由
主
義
に
よ
る
行
き
過
ぎ
た
能

力
主
義
」、「
営
利
の
み
を
追
求
し

安
全
を
考
慮
し
な
い
」
等
、
考
え

ら
れ
な
い
事
態
が
発
生
し
て
い
ま

す
。労

働
組
合
の
組
織
率
が
低
下
し

続
け
て
い
る
現
象
に
ス
ト
ッ
プ
が

か
け
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
我
々
の
労
働
組

合
が
な
く
な
れ
ば
、
国
家
・
企
業

は
や
り
た
い
放
題
で
お
よ
そ
安
全

で
安
心
な
職
場
環
境
・
労
働
環
境

は
望
む
す
べ
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

全
国
の
地
区
労
に
集
う
労
働
者

の
声
を
大
き
く
し
、
各
組
合
の
垣

根
を
越
え
て
大
同
団
結
し
て
労
働

者
の
権
利
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。二

日
目
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
し
て
原
発
被
災
地
を
見
る
内
容

で
し
た
が
、
朝
早
く
に
も
か
か
わ

ら
ず
大
型
バ
ス
二
台
に
て
一
二
〇

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
取
り
組
み
を
支
え
て

く
れ
た
松
本
前
委
員
長
、
新
潟
支

部
の
皆
様
、
四
国
地
方
の
皆
様
、

東
北
地
方
各
支
部
の
皆
様
、
ご
参

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
ま
で
、
裏

方
で
支
え
て
く
れ
た
小
名
浜
支
部

の
執
行
部
の
皆
様
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
て
報
告
と
致
し
ま
す
。

（
東
北
地
本
書
記
長

矢
代
正
人
）

全全
国国
地地
区区
労労
交交
流流
会会
をを

いい
わわ
きき
市市
内内
でで
開開
催催

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
団
で
韓
国
を
訪
問

八
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
に
か

け
て
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
団
の
一

員
と
し
て
韓
国
を
訪
問
し
て
き
ま

し
た
。
初
日
は
、
光
化
門
広
場
近

辺
の
視
察
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
の
広
場
は
韓
国
の
労
働
組
合
や

市
民
団
体
の
運
動
の
象
徴
の
場
所

だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｚ
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｚ
と
は
非

武
装
中
立
地
帯
の
こ
と
で
、
一
九

五
三
年
休
戦
協
定
に
よ
り
設
け
ら

れ
た
韓
国
と
北
朝
鮮
か
ら
の
双
方

二
キ
ロ
の
非
武
装
中
立
地
帯
で
あ

り
、
軍
事
的
行
動
は
一
切
禁
じ
ら

れ
て
お
り
、
一
般
人
の
立
ち
入
り

が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
然

の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
地
帯
に
は
た
く
さ
ん
の
地
雷

が
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
七
〇

年
以
上
続
い
た
戦
争
が
終
戦
し
た

と
し
て
も
、
北
緯
三
八
度
線
を
境

に
ま
だ
ま
だ
南
北
の
関
係
性
は
収

束
な
ど
し
な
い
の
で
は
と
感
じ
ま

し
た
。

視
察
後
、
コ
リ
ア
国
際
平
和
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
意
見
交
換
し
ま
し

た
。
印
象
深
い
話
と
し
て
は
、
核

燃
料
や
北
朝
鮮
の
核
弾
道
ミ
サ
イ

ル
に
つ
い
て
韓
国
と
日
本
の
意
見

に
若
干
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
日
本
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に

原
子
力
発
電
所
が
あ
り
、
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
、
そ
も
そ

も
核
と
い
う
も
の
に
対
し
て
マ
ヒ

を
し
て
い
る
と
韓
国
の
方
は
思
う

ら
し
い
の
で
す
。
意
見
交
換
の
最

後
に
は
、
日
本
の
政
権
に
つ
い
て

話
が
出
さ
れ
、
安
倍
政
権
の
暴
挙

を
止
め
る
た
め
に
国
民
一
人
ひ
と

り
が
関
心
を
持
っ
て
、
見
張
っ
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

三
日
目
は
、
戦
争
と
女
性
の
人

権
博
物
館
を
視
察
し
、
慰
安
婦
問

題
や
戦
時
中
の
女
性
に
対
し
て
の

差
別
や
戦
争
の
恐
怖
を
学
び
、
そ

の
後
一
九
九
二
年
か
ら
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
水
曜
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
集
会
で
は
、
慰
安
婦

問
題
に
対
し
た
く
さ
ん
の
怒
り
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
の
大
部
分
が
女
性
で
、
日
本
で

行
わ
れ
る
デ
モ
集
会
の
雰
囲
気
と

は
違
い
、
若
い
人
が
積
極
的
に
声

を
あ
げ
て
い
る
姿
に
は
見
習
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
は
キ
ョ
レ
ハ
ナ
と

い
う
市
民
団
体
と
意
見
交
換
し
ま

し
た
。
キ
ョ
レ
ハ
ナ
の
主
な
活
動

は
食
糧
支
援
を
通
じ
た
交
流
、
北

朝
鮮
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

る
た
め
の
宣
伝
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
民
族
分
断
の

原
因
と
な
っ
た
日
本
の
植
民
地
支

配
や
戦
争
責
任
問
題
に
も
積
極
的

に
か
か
わ
っ
て
い
て
、
日
本
へ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
も
お
こ

な
っ
て
い
る
と
話
が
あ
り
ま
し

た
。「
南
北
首
脳
会
議
に
つ
い
て

ど
う
感
じ
ま
す
か
？
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
は
、「
韓
国
と
北
朝

鮮
が
分
裂
し
て
か
ら
七
三
年
が
経

ち
、
私
た
ち
は
い
つ
も
戦
争
の
恐

怖
と
隣
で
生
活
し
て
い
る
。
だ
か

ら
終
戦
の
日
が
来
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
る
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

今
、
日
本
の
若
い
人
た
ち
は
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
韓
国
の
徴
兵
制
に
つ
い
て

も
戦
争
が
現
に
続
い
て
い
る
か
ら

の
制
度
で
あ
り
、
日
本
の
自
衛
権

も
戦
争
が
で
き
る
国
に
す
る
た
め

の
制
度
だ
か
ら
こ
そ
、
北
朝
鮮
と

韓
国
の
問
題
に
は
関
心
を
持
た
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
小
名
浜
支
部

武
田
陽
介
）

告
知
板

各
地
方
・
支
部
は
以
下
の
通
り
定

期
大
会
を
開
催
し
、
新
役
員
体
制

を
決
定
し
た（
地
方
順
、
敬
称
略
）

関
西
地
方
阪
神
支
部

十
月
七
日

執
行
委
員
長

畠
山
昌
悦
、
副
執

行
委
員
長

中
山
寛
治
郎
、
坂
本

幸
治
、
井
ノ
元
宏
樹
、
谷
口
利

之
、
松
本
栄
二
、
南
修
三
、
書
記

長

河
野
照
宣
、
書
記
次
長

硲

富
雄
、
久
保
田
稔
、
執
行
委
員

部
谷
英
治
、
道
下
拓
也
、
坪
井
雄

志
、
廣
渡
信
次
、
山
本
英
生
、
竹

内
政
行
、
鈴
木
大
介
、
入
江
友

規
、
中
川
原
博
、
合
田
雅
史
、
矢

野
佑
樹
、
池
口
光
洋
、
中
嶋
淳

充
、
菅
沼
裕
介
、
松
尾
大
樹
、
田

中
英
夫
、
会
計
監
査
委
員

玉
盛

大
輔
、
井
上
雅
子
、
特
別
執
行
委

員

藤
崎
良
治
、
北
川
伸
一

関
西
地
方
大
阪
支
部

十
月
六
日

執
行
委
員
長

樋
口
万
浩
、
副
執

行
委
員
長

山
田
清
二
、
國
分
仁

昭
、
陣
内
恒
治
、
書
記
長

小
林

勝
彦
、
書
記
次
長

吉
馴
真
一
、

川
村
和
美
、
執
行
委
員

林
繁

行
、
赤
保
勝
、
松
本
康
、
田
村
吉

雄
、
吉
本
賢
一
、
和
泉
清
、
横
山

貴
安
基
、
関
谷
和
人
、
南
野
一

樹
、
竹
山
保
彦
、
会
計
監
査
委
員

丸
山
賢
司
、
小
林
信
介

関
西
地
方
築
港
支
部

十
月
六
日

執
行
委
員
長

浦
田
國
男
、
副
執

行
委
員
長

大
野
善
充
、
書
記
長

岸
畑
貴
喜
、
書
記
次
長

上
井
康

弘
、
執
行
委
員

宇
高
良
樹
、
落

合
貴
志
、
村
田
真
規
、
國
元
拓

郎
、
山
下
敏
明
、
須
藤
裕
之
、
大

河
原
駿
、
会
計
監
査
委
員

濱
出

博
志
、
辰
巳
博
紀

関
西
地
方
建
設
支
部

九
月
三
十
日

執
行
委
員
長

泊
寛
二
、
副
執
行

委
員
長

大
月
治
郎
、
澤
田
万
佐

典
、
書
記
長

野
崎
健
、
書
記
次

長

田
渕
一
道
、
執
行
委
員

佃

英
樹
、
清
瀬
博
昭
、
重
松
麻
美
、

西
村
大
悟
、
松
谷
友
策
、
竹
ヶ
鼻

徹
、
粟
飯
原
義
胤
、
会
計
監
査
委

員

石
埜
隆
則
、
橘
高
由
香以

上

第1340号（２）（第三種郵便物認可）こうわんろうどうこうわんろうどう２０１８年１１月１日


	港湾20181101_1面
	港湾20181101_2面

